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〈東京都立大島海洋国際高等学校  TEL:04992-4-0385 FAX:04992-4-1764〉 

    メールアドレス：kaikoku@section.metro.tokyo.jp 

  HP アドレス：http://www.osima-kaiyokokusai-h.metro.tokyo.jp/index.html 

 

大島丸航海実習 
 昨年実施できなかった第三学年国際

系の乗船実習が 5 月に、第二学年国際系

は 6 月に実施されました。それぞれ 11

日間で小笠原寄港もできました。天候に

よって日程･日数を変更したりしました

が、生徒諸君はしっかり頑張っておりま

した。航海中は見張りや操舵などの他、

世界的に問題になっている海洋ゴミの

目視調査も実施しました。小笠原では、

父島二見港周辺の見学と、ドルフィンス

イミングや南島の見学を行ないました。 

 

 第三学年 1次航海の生徒の感想文を掲載します。 

私は、11日間の乗船実習を終えて、一番に思ったことは、仲間と協力する事の大切さ

です。今回の乗船中、私は仲間にとても助けられました。酔っていて、思ったように行

動できない時に、動ける人が積極的に自分の分まで動いてくれました。辛い時に声をか

けてくれました。前半は、全然動けませんでしたが、後半は、酔わずに動けるようにな

ったのは、慣れたということよりも、声をかけてくれたり、自分の分まで動いてくれた

りした、仲間のおかげだと思っています。このような行動を仲間がしてくれていなかっ

たら、私は最後まで酔って動けずにいたと思います。とても感謝しています。 

その後、感謝を返すために、まだ動けない人に、私がされたことと同じような行動を

し、仲間と助け合いました。動けない人の分まで何かをした時に、ありがとうと言われ

ました。自分から手伝いをして言われた時は、とても嬉しかったです。これからも生き

ていく中で、協力し、助け合っていくことは、大切な事で必要なことだと思いました。

よく一人で生きていくのは無理だと聞

きますが、改めて一人で生きていく事は

無理だと実感しました。船の中で協力し、

助け合い、辛い事もしたので、上陸した

時はとても楽しかったです。私は 11 日

間というとても短い時間で、沢山の自然

に触れ、仲間との協力や助け合いの大切

さを知ることができました。 

とても充実した乗船実習になりまし

た。今回学んだ事を、これからの人生に

しっかりと活かし、信頼され頼られる人

になっていきます。 

http://www.osima-kaiyokokusai-h.metro.tokyo.jp/index.html
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分野別進路ガイダンス開催                進路指導・キャリア教育部 

6 月 21 日（金）4 限～5 限に『分

野別進路ガイダンス』を実施致し

ました。毎年この時期に、2、3 年

生を対象に行っております。進学

（短期大学・大学・専門学校）お

よび就職や公務員対策に関して

など、多分野から担当の方や実際

に現場で働いている方々をお迎

えして、生徒は直接その分野の話

を聞くことができました。 

ガイダンス後の生徒アンケー

トでは、「興味を持てた」「思っていた以上に関心を持てた」「よかった」「とてもために

なった」「将来の夢が見つかりそう」など興味関心が強まった感想や、「厳しい世界とい

うのを知った」「夢はある良い仕事だと思うが、自分には耐えられなさそう」など現実を

知った感想もあり、生徒たちの見聞が広がりました。 

「進路活動＝情報戦」です。都内の高校であれば、オープンキャンパスや就職セミナ

ー等の参加が簡単にできるところですが、本校ではそうはいきません。したがって、こ

の行事は生徒にとって非常に貴重です。同様に、個々の情報収集能力も求められます。

教室や廊下の掲示物はもちろん、自分の進路に必要な情報を取り入れるためのアンテナ

を常に張っておいてください。 

「すべては生徒の進路実現のため！」―これをモットーに、進路指導・キャリア教育

部は動きます。                       （文責 猪原令子） 

 
水産・海洋高等学校産業教育意見・体験発表東海大会 
 6 月 28 日、三重県鳥羽水族館において、東海地区の 9 校の代表が集まり水産・海洋高

等学校の生徒意見体験発表大会がおこなわれました。本校からは 3 年生の本澤菜摘さん

が出場しました。 

「創部１５年目の挑戦」と題して、セールング部で取り組んでいる大島一周について

の発表でした。1 年生の時に初めて挑戦でした。準備や計画立案などの苦労がありまし

たが、結局は台風接近で出来ませんでした。2 年での 2 回目の挑戦はスタートしたもの

の潮の早い場所を乗り越えられず、半周までで中止となりました。今年が最後の挑戦と

なりますが、その意気込みについての発表でした。 

南高校時代には一年生の実習の一環でカッターでの大島一周を行なっていました。３

０年近い実施の中で完全に大島一周できたのは３回ほどでした。 

今回は惜しくも入賞を逃しましたが、セーリングの苦労などが分かり、良い発表でし

た。 

 

遠足 
 ７月５日各学年で遠足を実施しました。１週間前より天気予報にやきもきしながら実

施か延期かを検討していました。普通ならば延期して様子を見ようとする状況でしたが、

前線が南下して雨は降らないという予想もあり、前日には実施を決定しました。当日朝

には晴れ間が見えるほどになりました。 

 第一学年は火山博物館と大島公園の動物園、昼食は温泉ホテルでいただきました。 
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第二学年は岡田の日の出浜で海遊びとバーベキューでした。片づけまでは降られず、

楽しむことができました。 

 第三学年は新島村の連絡船をチャーターして式根島へ行きました。予報では３時くら

いまで曇りでありましたが、着いた時には小雨が降っている状態でした。予定していた

南部の海岸は風が強く、島の方の御助言で大浦海水浴場で昼食の弁当をいただきました。

自転車を借りて島内観光をしたのですが、だんだんと雨が強くなってきましたが、温泉

に入ったりと楽しんでおりました。 

 
セーリング部 東京都大会優勝 

平成 31年 4月 30日に若洲ヨッ

ト訓練所において平成３１年度

第１０回東京都高等学校セーリ

ング選手権大会がおこなわれま

した。東京都の 5校が出場し、本

校が優勝しました。 

続く 6月 8･9日には葉山港ヨッ

トハーバーにおいて第 71 回関東

高等学校ヨット大会大会がおこ

なわれました。僅差にてインター

ハイ出場を逃してしまいました。 

7 月 20･21 日には若洲ヨット訓練所において第７４回国民体育大会セーリング競技会

東京都予選会が行われます。御声援よろしくお願いいたします。 



 4 

野球部東東京大会出場 
 7 月 13 日大田スタジアムで自由

が丘学園高校と対戦し、逆転が連

続する白熱の試合が展開されまし

た。途中清水村君のランニングホ

ームランや森君の３塁打など 2 時

間 30分間の試合でした。逆転また

逆転と合計 7 点取得したもののさ

よなら負けとなってしまいました。 

 生徒諸君の成長を感じられ、見

ていて感動させてもらいました。 

 

潜水部第25回新島オープンウオータースイミング大会 
大会は、天候悪化が見込まれる

ということで、泳ぐ距離を短くし

て開催されました。もともと参加

部員全員が1500mを泳ぐ予定でし

たが、全員500mへ距離を短縮して

の大会参加でした。  

結果は、500m 女子の部で下村さ

んが優勝！！そして第3位に水橋

さん、第 4位冨田さん、第 5位宮

本さんが入賞しました。男子の部

では加藤君が準優勝！！4位に板

場君が見事入賞しました。おめで

とう！！入賞を逃した部員も昨

年度よりも泳力が UPし、いい泳ぎをしていました。 

 
離着任の先生方を紹介します 

 転出された先生方 着任された先生方 

副校長 原田 柊太 永山高校 三好 康弘 北豊島工業高校 

国語 神谷 晶子 つばさ総合高校 加藤 篤志 新規採用 

海原 由樹 退職 須賀 建明 桜町高校 

理科 山成 貴士 大崎高校 関谷 祥子 第四商業高校 

英語 吉岡  穣 拝島高校 猪原 令子 美原高校 

高山 謙一 千代田区立九段中

等教育学校 

陣野 俊彦 練馬高校 

保体 太田 遥之 小平高校 小松原 誠 日本橋高校 

経営企画室 進藤 正樹 建設局 細淵 久美子 日野市立七生中学校 

田村 春菜  梶  雅人 南多摩中等教育学校 

増子  智 都庁主税局   

大島丸 村瀬 友章 退職   

公民 齋藤  寛 講師 川崎 朝彦 講師 

地歴 古中摩可郎 講師 佐藤 岳咨 講師 

音楽 田幡華奈子 講師 白鳥 顕士 講師 

 


